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難
　
攣
　
騨
　
究
　
　
鱗
鶴
争
九
灘

難

餓

七
二

優
良
見
数
育
め
澹
革
．

伊
　
　
藤

猷
　
典

第
一
　
欧
米
　
の
　
都

　
學
級
組
織
に
よ
る
回
齊
敏
育
か
ら
優
母
娘
敏
育
が
生
れ

る
迄
に
は
一
の
重
要
な
る
愚
程
が
あ
番
、
師
ち
掴
性
の
琢

重
と
此
に
俘
ふ
諸
種
の
雄
設
で
あ
る
穐
故
に
先
づ
此
に
就

て
｝
瞥
一
を
蝋
ハ
へ
後
に
・
本
｛
問
顯
｝
淀
入
る
事
に
し
や
5
。

　
　
　
　
イ
、
佃
牲
の
蚕
齢

　
偲
姓
に
癒
し
て
注
意
を
魏
ウ
π
揺
々
は
古
く
か
ら
あ

る
、
例
へ
ば
ぺ
熟
蕃
鴛
ッ
チ
が
闇
コ
総
出
毘
の
掴
性
は
融
暇
直
島
で

あ
る
L
①
　
と
云
び
ヘ
ル
パ
川
ト
が
「
敏
師
は
鬼
童
の
個
性

に
欝
漱
鵬
る
だ
け
撫
胸
れ
．
な
誉
・
よ
う
に
せ
よ
」
ゆ
と
云
へ
る
加
川

き
之
れ
で
あ
る
穐
然
し
今
云
ふ
個
性
電
重
は
學
級
に
あ
る

一
三
敢
授
の
弊
に
堪
免
粂
ね
て
起
蚤
回
る
醇
が
で
あ
る
。

　
麹
竜
一
齊
教
授
の
行
は
れ
控
る
は
う
ザ
葺
川
が
一
六
八

○
年
に
墓
督
…
…
敏
翻
一
纏
敏
念
日
を
函
訊
立
し
該
一
鶴
苔
日
法
を
興
へ
た

る
に
初
農
⑲
る
と
籍
せ
ら
る
㌧
が
、
而
も
之
が
廣
く
行
は

れ
授
る
は
乎
九
世
記
の
後
孚
以
後
で
あ
る
と
ホ
〃
ム
ス
氏

は
云
っ
て
み
る
。
從
て
個
牲
奪
重
竜
其
以
後
に
於
て
起
ウ

躍
る
慈
の
で
、
主
な
る
原
因
は
實
験
敏
育
や
心
理
の
研
究

の
懸
歩
に
俘
れ
癖
人
麟
差
異
が
噌
層
勝
瞭
に
獄
つ
沁
爲
で

あ
る
。

　
而
し
て
之
に
就
て
詳
細
に
研
究
し
授
も
の
は
ず
ア
チ
氏
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の
「
理
想
の
學
校
」
で
あ
ら
ふ
。
厨
は
同
一
年
齢
の
児
童

に
あ
っ
て
竜
智
能
に
大
差
あ
る
矯
激
墨
田
環
象
⑥
児
童
の
駿

蓬
（
身
軽
の
鵬
重
的
騰
最
①
）
鱈
W
に
全
く
差
等
を
紛
謹
し
興

業
ペ
ス
タ
質
ッ
チ
、
ッ
ノ
レ
婁
ぺ
蝉
、
　
へ
戸
バ
論
難
、
ジ
ヒ
テ
！

押
、
ミ
ル
穐
ジ
載
μ
鋼
ン
、
ス
タ
ン
レ
婁
ホ
一
声
、
識
ジ
オ

ツ
》
等
⑩
の
説
を
暴
げ
て
訟
る
。

　
エ
〃
ン
ケ
づ
竃
亦
「
兜
童
の
擾
認
」
申
に
「
幼
年
時
代

に
於
て
雰
凡
の
才
欝
な
撚
見
し
之
を
特
殊
の
研
究
に
向
は

し
む
べ
し
」
讐
梱
入
酌
特
色
が
興
然
し
疫
獄
ら
ば
そ
れ
を

早
く
玉
門
的
に
馨
逮
せ
し
あ
ね
ば
な
ら
繍
あ
と
い
っ
て
冶

る
。　

然
ら
ば
偶
牲
の
奪
重
に
俘
ぶ
施
設
は
如
掴
で
あ
る
か
垂

れ
次
に
の
べ
ん
と
す
為
事
贋
で
3
3
る
。

　
　
　
　
算
、
優
劣
児
童
敏
育
差
荊
案

　
此
種
の
施
設
は
種
唐
あ
る
が
艶
慮
で
は
輩
に
優
良
記
数

育
に
駕
す
る
竜
の
憶
み
を
蓮
べ
よ
5
。

　
遅
緩
児
童
が
優
良
見
童
に
引
摺
ら
る
触
事
の
不
正
な
る

　
　
　
　
　
優
良
発
教
誇
の
濃
輩

と
典
に
優
良
見
童
が
逞
緩
児
童
の
後
れ
だ
る
を
待
ち
て
無

梁
に
愚
問
を
峯
費
遠
せ
ら
」
る
・
・
事
態
亦
不
正
で
あ
る
、
翼

の
デ
奄
ノ
ラ
シ
・
一
は
麟
電
磁
に
典
の
宜
し
套
を
得
さ
し
む

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ユ
フ
。
ジ
冨
・
ボ
ス
ナ
霊

が
「
，
雄
按
で
行
は
る
㌦
落
第
中
最
竜
有
害
な
る
は
優
良
見

ー
ー
從
て
騒
倉
工
費
本
と
し
て
最
菟
意
義
あ
る
も
の
」

の
適
齢
攣
る
昇
級
を
阻
摂
す
る
事
で
あ
る
L
働
と
訟
つ
だ
の

唱
輔
理
あ
る
此
は
四
・
五
，
六
年
生
の
兇
童
の
推
理
力
の
研

究
の
結
果
菰
さ
れ
差
竜
の
で
あ
る
。
氏
は
四
學
年
の
児
童

の
多
門
が
六
番
年
の
見
童
の
多
数
の
竜
の
よ
か
竜
一
思
優

れ
禿
る
穏
紳
龍
力
を
有
し
な
が
ら
毛
進
級
の
組
織
が
此
等

の
晃
童
に
適
當
惣
る
襲
鐙
を
な
す
準
備
の
無
い
事
を
知
っ

た
の
で
あ
る
。
と
い
ハ
ノ
て
ケ
ィ
箔
の
癩
く
2
の
學
校
か
ら

五
蕎
入
の
児
童
が
寵
・
愛
す
る
な
れ
ば
五
百
の
見
堂
に
回
し

て
五
百
種
の
異
な
参
た
る
課
程
が
螢
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
⑳

と
爾
す
搭
の
は
卑
属
上
勝
難
の
事
で
あ
る
し
叉
一
齋
敷
授

の
利
盆
を
慈
無
撰
し
距
も
の
補
、
あ
る
。
髭
に
於
て
極
論
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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哲
　
撃
　
醗
　
究
　
　
第
鰯
十
九
號

走
ら
ず
優
劣
児
童
各
や
其
め
曝
を
得
せ
し
む
る
方
案
が
設

け
ら
れ
π
。
ム
、
ホ
ル
ム
ス
の
「
學
綾
組
織
と
個
や
の
児
童
し

に
依
っ
て
例
を
墨
ぐ
れ
ば
鍛
の
如
く
で
あ
る
。
（
龍
等
の
講

方
案
は
既
に
棋
三
二
浩
．
乙
竹
岩
藏
、
及
斑
療
治
氏
等
に

よ
う
て
本
邦
に
紹
介
さ
れ
て
あ
蕊
か
も
詳
細
は
略
し
て
軍

に
要
脚
を
嘱
す
る
に
正
あ
て
窪
く
）

　
ピ
ユ
ブ
官
ぎ
案
、
　
団
出
Φ
び
同
。
杷
登
ジ
長
言
が
可
能
で
あ

り
叉
は
思
ふ
だ
け
蓮
か
に
進
級
し
得
。

　
セ
ン
レ
膨
曙
ス
臨
峯
驚
　
ロ
◎
“
圏
O
藏
霞
石
達
許
十
柵
遇
陥
鰐
息
舞
η
A

は
哺
期
毎
k
に
級
を
罐
組
替
へ
て
魚
心
牌
獄
…
は
盆
・
楚
先
・
夢
赫
㍊
進
漁
新

し
む
。

　
ユ
β
ジ
ペ
ス
案
．
藩
Φ
雛
欝
筈
⇔
簿
国
”
夢
八
學
年
の
各

を
金
扇
の
能
力
に
簸
て
三
叉
は
四
學
期
に
麗
分
し
優
良
児

は
出
面
得
δ
だ
け
先
癬
に
進
み
得
。

　
ケ
ン
プ
リ
ヅ
鋤
朱
弼
O
蟄
露
び
鐵
鎌
騨
⇒
①
堅
登
謬
優
良
潔
紺
は
閃
凹
ケ

な
＋
鵯
逓
偏
心
兜
は
山
上
ケ
年
申
…
調
印
叢
塁
は
五
ケ
年
・
に
て
し
卒
紫
ぞ
し
5

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
購

　
劃
、
　
マ
ル
ス
案
・
　
ご
①
財
乱
菊
．
o
匹
噂
。
晶
剛
柔
の
欄
逓
鶴
祓
臼
田
↓
ハ
ケ

年
を
九
和
年
と
し
優
良
｛
兄
は
山
ハ
ケ
年
に
イ
し
卒
業
し
濃
ノ
る
。

　
ボ
蕃
ト
ラ
ン
ド
案
、
男
。
臨
蚕
桑
堅
優
良
見
は
七
年
、
普

懸
児
は
九
年
に
て
卒
業
す
。
、

　
蓬
級
年
歎
は
同
一
な
る
も
優
劣
に
よ
う
て
敏
授
の
内
容

の
多
寡
を
異
に
す
る
サ
ン
虜
バ
葺
漣
ラ
5
a
聾
9
し
ご
鑓
蜜
旨

O
臣
零
弦
弓
ご
や
集
申
案
が
あ
る
、
同
案
炉
こ
よ
れ
ば
兇
童

を
三
三
に
分
ち
各
組
の
な
す
根
本
原
理
は
同
酬
な
る
竜
B

組
は
C
組
よ
動
毛
C
組
は
A
組
よ
ら
も
一
事
鑛
大
せ
る
授

業
を
短
く
る
の
で
’
あ
る
。

　
爾
其
の
麹
劣
等
生
救
灘
昌
的
の
パ
タ
ゼ
や
案
、
翻
客
難

壁
賠
．
あ
う
．
義
務
敏
育
年
限
の
絡
ら
ん
と
し
て
而
竜
新
定

の
諜
業
を
展
修
し
得
ざ
る
鬼
童
を
救
濟
せ
ん
と
す
る
マ
ン

ハ
イ
ム
組
織
が
あ
る
（
同
組
織
申
優
良
兇
に
浮
す
る
竜
の
、

は
次
に
の
べ
番
。
）

　
上
蓮
の
知
く
優
良
晃
に
議
し
て
特
購
の
蓮
路
を
講
じ
だ

る
上
は
箪
に
一
學
校
内
の
優
良
見
に
留
嚢
る
の
み
宥
ら
ず
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更
に
進
ん
で
篤
く
優
良
兜
を
集
め
て
敏
授
穿
る
學
稜
が
設

け
ら
る
、
の
は
全
然
の
動
で
あ
る
。
以
下
之
に
就
て
述
べ

ん
。
　
　
　
　
　
ぢ

　
　
　
　
な
優
良
児
敏
育

　
泄
入
は
既
に
低
能
者
の
強
め
㍉
威
官
吟
声
の
春
の
爲
に

特
別
の
學
按
を
設
け
た
。
然
ら
ば
世
の
文
化
の
先
畳
者
海

6
指
導
者
た
ら
ん
と
す
る
優
良
見
に
越
し
て
之
を
等
閑
に

附
す
る
厨
以
が
三
面
に
あ
ら
ふ
。
哲
學
者
敏
育
家
に
し
て

此
れ
が
設
立
を
学
ぶ
竜
の
多
々
あ
る
、
例
へ
は
昌
ヅ
チ
エ

は

「
吾
々
は
到
る
露
群
集
が
郷
蔵
の
影
響
の
下
に
立
ウ
事
を

見
る
。
精
紳
界
の
王
が
遺
留
し
た
跡
は
國
罠
の
習
慣
、
穂

利
、
及
び
信
仰
の
上
に
認
め
る
事
が
繊
家
る
．
而
し
て
吾

々
は
斯
か
る
大
人
物
が
偶
然
購
…
現
す
る
鰯
を
待
π
な
い
で

故
意
に
之
を
養
成
せ
ね
ば
獄
ら
縢
」
働
と
い
っ
て
謝
る
。

⑯
エ
チ
、
エ
チ
、
ゴ
ツ
ダ
謬
ギ
は
二
千
の
小
學
兇
童
を
調

査
し
て
四
バ
睾
セ
ン
ト
は
総
嫁
兜
童
よ
う
斌
暴
力
優
秀
で

　
　
　
　
　
優
良
兜
数
育
の
漕
箪

特
別
の
學
級
と
特
別
の
黒
黒
課
程
を
輿
へ
る
必
要
あ
る
事

を
知
つ
疫
。
氏
は
ピ
ネ
す
シ
モ
ン
の
調
査
法
に
從
っ
て
調

査
し
精
紳
年
齢
が
生
誕
年
齢
よ
う
も
二
年
以
上
な
る
時
に

優
艮
兜
，
、
し
見
倣
し
だ
の
で
あ
る
。

　
ベ
ツ
ッ
オ
ル
ト
は
優
秀
な
る
能
力
あ
み
竜
の
に
饗
す
る

特
殊
學
綾
と
聾
す
る
小
冊
子
に
鞭
て
優
良
見
に
離
し
て
は

特
別
の
倉
掛
を
設
立
す
べ
き
事
を
論
い
て
駆
る
。
そ
し
て

叉
ベ
ル
リ
ン
の
如
き
大
都
市
で
は
入
丈
中
食
の
二
年
級

（
年
齢
十
歳
i
十
一
歳
）
の
申
で
最
優
等
二
十
人
を
毎
年

集
あ
て
特
別
の
學
級
を
作
る
べ
し
と
云
っ
て
あ
る
。
ス
テ

ル
ン
曰
く
斯
か
る
學
校
に
適
當
な
る
敏
師
が
得
ら
れ
、
且

つ
除
う
に
大
き
く
な
ら
な
け
れ
ば
其
の
効
果
は
非
常
な
る

べ
し
と
。

　
濁
逸
の
児
童
が
九
歳
で
入
恕
す
る
人
文
、
實
科
の
中
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
セ
　
ロ

按
、
瀦
國
児
童
の
十
歳
叉
は
十
一
歳
で
入
質
す
る
申
學
校

及
び
約
＋
歳
の
児
童
を
牧
毒
す
る
大
英
寄
宿
學
捜
等
は
一

國
青
年
の
或
部
分
は
古
樹
の
敏
育
的
唾
壷
を
受
く
べ
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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哲
　
愚
、
研
．
究
　
　
第
匹
十
九
號

一
ウ
と
の
、
原
理
の
上
に
立
て
ら
れ
控
竜
の
で
あ
る
、
此
等

の
學
校
で
は
特
溺
の
能
力
あ
る
も
の
は
攣
く
よ
奏
研
究
題

目
が
分
化
す
る
事
に
な
っ
て
港
る
、
從
て
輔
層
學
閥
醜
調

書
を
與
へ
・
特
艦
の
固
事
に
饗
し
．
㌦
有
効
な
る
調
練
を
興
ふ

る
竜
の
で
あ
る
。

　
然
し
な
が
ら
優
良
見
惑
育
と
し
て
其
の
特
色
鮮
か
獄
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

晶
も
の
は
マ
ン
ハ
オ
ム
’
絡
一
遇
・
瑠
・
の
が
陛
繍
捌
甑
鵬
葱
学
級
・
と
バ
声
チ
歯

す
ア
の
組
織
と
で
あ
る
。

　
　
マ
シ
バ
瑠
ム
組
織
み
外
呼
量
學
級

　
マ
ン
沖
イ
ム
の
小
器
按
の
児
童
は
獄
年
潤
授
業
後
毎

週
三
疇
問
随
意
科
と
し
て
佛
語
を
受
け
て
ゐ
疫
。
け
れ
ど

竜
之
に
封
し
て
反
…
封
が
起
つ
た
、
翼
有
力
な
る
騰
の
は
長

坐
問
の
授
業
後
転
に
諜
す
愚
の
は
疲
勢
を
聾
す
と
い
ぷ
の
、

で
あ
る
、
畿
の
事
あ
診
て
よ
参
佛
語
を
澱
外
し
て
特
遡
の

分
科
と
な
す
事
と
な
っ
た
．
噛

　
此
の
瀞
叢
は
回
九
〇
九
年
の
春
に
實
施
せ
ら
れ
触
択
の

規
定
に
從
っ
て
行
は
れ
て
》
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

1
職
小
恩
狡
の
外
國
語
醸
級
の
諜
程
は
毎
週
の
二
選
歎

竜
共
に
市
篶
學
綾
の
第
六
l
i
第
入
豊
年
の
そ
れ
と
同

一
准
る
べ
し
。

Ω
、
欄
幡
艶
の
學
級
を
編
炭
ず
る
兇
堂
は
登
市
及
市
外
の
小

患㍗

Z
の
第
六
第
七
鍵
躍
八
學
年
よ
ら
・
瀕
選
ば
れ
一
場
…
同
市
の
中

央
に
位
せ
恭
學
横
に
て
授
業
を
受
く
。
へ
し
。

3
、
外
闘
語
學
級
に
入
ら
疫
と
す
る
奄
の
は
第
五
學
年
．

級
の
時
に
正
麟
懲
外
に
授
業
後
毎
週
四
縛
問
宛
一
ケ
年

簡
語
學
を
受
け
ざ
る
べ
か
ら
ず
．
薦
つ
豫
備
的
諜
程
は

解
題
學
繊
に
て
輿
へ
ら
れ
隔
普
通
學
捜
の
生
徒
と
し
て

斯
か
る
訣
程
を
麗
・
崇
竜
の
と
ず
。

些
、
既
の
豫
騰
納
譲
程
に
編
入
せ
ら
る
猿
竜
の
は
四
年

の
生
捷
に
し
て
正
し
く
幾
聡
し
旦
通
じ
て
良
成
績
を
得

力
る
竜
の
華
燭
参
四
學
年
の
絡
・
今
に
編
入
す
。

5
、
、
此
の
一
皐
年
の
豫
傭
醜
研
究
の
絡
参
に
佛
語
に
於

こ
良
戎
績
を
碍
．
箆
ウ
飽
の
研
畿
事
項
に
観
て
菟
取
得
、

勤
勉
、
費
爲
の
…
織
に
於
て
竜
母
様
の
蘇
結
果
な
る
時
に
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は
外
國
語
漏
級
に
編
入
す
る
事
を
許
さ
る
。

　
6
、
外
壁
語
誌
級
に
於
て
其
の
作
業
標
準
に
達
せ
ざ
る

　
時
は
普
癒
學
級
に
選
さ
番
。

　
　
　
　
バ
〃
チ
ホ
亙
ア
の
組
織

　
第
六
學
年
に
於
て
成
績
擾
良
の
竜
の
は
爾
親
り
許
可

を
得
て
第
七
、
第
八
留
年
に
於
て
正
規
の
授
業
を
受
け
つ

、
高
讐
學
校
程
度
の
課
業
を
附
加
的
に
受
く
る
事
を
得
。

　
一
般
に
採
用
せ
ら
る
い
登
科
は
高
等
英
語
、
濁
逸
語
、

天
蓋
語
で
あ
る
。
猶
小
数
の
生
徒
は
数
學
を
竜
受
け
る
。
．

　
期
か
る
課
業
を
受
く
る
見
童
は
各
種
の
授
業
を
受
け
得

る
様
に
な
さ
れ
だ
る
學
按
に
韻
席
す
る
。
斯
か
る
學
按
は

一
九
〇
二
年
に
バ
ル
チ
モ
冨
ア
に
建
て
ら
れ
ヒ
八
學
年
の

生
徒
数
は
一
七
三
入
で
あ
っ
だ
。
一
九
一
〇
年
に
伺
地
に

同
様
の
學
綾
四
個
建
て
ら
れ
、
七
八
學
年
の
生
徒
数
翫
七

一
入
で
あ
っ
詑
。
撰
澤
寒
れ
沁
晃
童
は
猶
留
っ
て
ニ
ケ
年

の
内
に
高
等
學
校
程
度
の
學
科
を
完
成
す
る
事
を
許
さ

る
。
既
の
職
級
を
出
凌
兜
童
の
火
多
藪
墜
尚
等
學
按
を
三

　
　
　
　
　
優
良
兜
励
肌
育
の
漕
…
箪

ケ
年
で
卒
業
す
る
但
し
彼
等
は
此
の
論
難
麟
學
級
在
學
中

に
高
等
學
穀
の
課
程
の
一
ケ
年
分
を
履
修
す
る
か
ら
で
あ

る
。　

理
事
の
バ
ン
シ
ッ
ク
ル
曰
く
一
丸
一
〇
年
六
月
迄
に
二

三
六
入
が
卒
業
し
か
。
，
此
の
申
で
四
一
入
は
高
等
學
校
に

二
ヶ
年
、
一
二
〇
人
は
三
ケ
年
、
七
五
人
は
四
ケ
年
居
た
。
、

七
五
人
の
毛
の
は
時
間
の
上
で
一
隠
竜
節
約
し
得
な
か
つ

究
け
駐
ど
斌
優
良
な
成
績
を
與
へ
π
し
と
。

　
猫
バ
川
チ
絶
i
ア
に
類
似
の
案
は
ボ
メ
ト
ン
の
ラ
タ
ン

ス
ク
§
ル
、
ロ
「
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ボ
彦
プ
「
ハ
イ
ス
ク
穿

ル
虻
ハ
他
ウ
オ
『
セ
ス
タ
す
、
ポ
喜
ヅ
マ
ウ
ス
、
リ
チ
モ
ン

ド
、
轟
ユ
8
オ
ル
レ
ア
ン
、
　
ハ
ジ
ス
ブ
ル
グ
鯵
7
†
個
所
に

行
は
れ
て
る
る
。

欧
衆
の
優
良
見
敏
育
の
大
略
は
遽
べ
絡
つ
π
か
ら
次
に

山小

M
の
｛
學
を
誕
し
よ
う
。

第
二
　
日
本
の
部七

七
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蕾
．
學
研
究
　
　
第
鴻
＋
九
號

　
支
那
に
於
て
は
孔
子
、
陽
明
、
日
本
に
於
℃
は
仁
齋
が

個
牲
を
奪
重
し
π
事
は
池
上
弘
、
松
下
友
蝋
、
衆
子
鎭
雄
典

著
「
見
童
個
別
的
取
扱
の
實
際
醜
研
究
し
に
紹
介
さ
れ
て

あ
る
か
ら
略
す
る
が
細
井
軍
議
の
蓉
は
入
目
に
あ
ま
う

凝
れ
ず
し
て
露
髄
委
細
を
楽
し
溢
慈
の
で
あ
る
か
ら
煩

を
顧
す
し
て
蓮
べ
や
う
。
乙
は
米
澤
學
按
相
談
書
に
あ

る
。

「
學
館
の
政
は
改
串
に
不
及
、
騨
才
を
敏
育
の
燐
、
專
要
被

　
思
召
候
て
は
御
結
構
に
御
座
候
。
搬
入
才
と
申
は
草
木

　
の
品
々
に
重
な
る
如
く
重
岡
性
を
剃
に
し
、
紅
臼
色
を

　
異
に
し
て
思
ひ
く
様
や
の
花
を
開
き
實
を
結
び
候
に

　
雄
守
し
く
入
や
一
蹴
稼
に
不
燃
惨
は
｝
隠
の
｝
小
悶
圓
瞬
か
如
く
候
へ
げ
脚

　
押
罵
仏
べ
て
丸
く
、
直
な
べ
ご
角
に
蔦
成
ら
臓
竜
の
に
候

　
へ
ば
□
［
…
虚
は
、
後
寒
追
、
從
政
と
申
す
日
に
御
家
老
、

　
御
用
入
諸
奉
行
、
諸
物
頭
の
種
を
蒔
糖
て
花
を
嘆
せ
實

　
を
惣
ら
せ
其
の
時
の
用
に
立
候
様
に
と
串
事
に
御
座
候

　
：
：
」
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
七
八

　
代
る
ノ
＼
・
師
匠
の
前
に
來
て
各
別
に
敏
授
を
受
け
て
ゐ

π
寺
小
屋
蒔
代
に
個
性
に
鷹
じ
だ
重
重
の
行
は
れ
だ
事
は

云
ぶ
迄
竜
な
い
。

　
以
上
蓮
べ
π
事
が
本
問
題
の
鰻
達
に
直
接
の
因
果
關
係
、

の
な
い
事
は
「
欧
米
の
部
」
に
於
て
の
十
八
世
紀
申
葉
以

前
の
思
想
と
同
檬
で
あ
る
。

　
劃
二
敏
育
に
反
野
し
て
個
牲
父
注
意
を
彿
つ
陀
の
は
明

治
三
十
七
八
年
頃
よ
う
、
前
掲
ず
ー
チ
の
「
理
想
の
學
按
」

が
大
瀬
、
田
本
氏
等
に
よ
ゆ
て
、
エ
レ
ン
ケ
｝
の
思
想
が
小

西
博
士
に
よ
ウ
て
本
邦
に
紹
介
さ
れ
、
谷
本
三
士
が
其
の

箸
書
つ
聰
來
の
敏
墨
画
し
「
新
敏
育
講
義
し
等
に
於
て
獅
子

吼
さ
れ
π
に
初
ま
る
，

　
然
し
な
が
ら
共
の
實
行
の
特
色
あ
る
方
法
で
表
は
れ
た

る
は
明
濤
四
十
四
年
よ
う
奈
良
女
子
高
等
師
範
學
按
附
厩

小
學
按
に
於
で
行
は
る
、
門
田
幸
憲
琉
の
分
團
式
敷
育
法

と
、
そ
れ
以
前
よ
多
明
石
女
子
師
範
小
言
按
に
於
て
行
は

る
、
及
川
氏
の
労
園
式
動
的
敏
育
法
と
で
あ
ら
ふ
。
前
者
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は
分
團
の
、
後
者
ば
動
的
の
色
彩
濃
厚
な
る
の
差
こ
そ
訪

れ
劃
一
打
破
、
個
性
奪
重
の
織
は
同
月
で
あ
る
。

　
優
劣
見
童
敷
育
差
甥
組
織
は
明
治
四
十
一
年
一
月
よ
ウ

～
蘭
鵬
門
縣
脚
女
子
師
儒
一
真
煮
候
附
鱒
燭
・
小
患
マ
軸
野
に
一
二
て
、
箭
脚
か
侮
マ
ン

ハ
イ
ム
式
に
取
鼻
特
甥
級
を
編
成
し
江
海
學
級
（
主
級
系
）

午
前
級
（
愚
身
級
）
午
後
級
（
補
助
級
）
の
別
を
設
け
π
。

　
け
れ
ど
竜
此
は
學
業
劣
等
の
艶
童
、
威
畳
不
完
杢
の
児

童
の
爲
に
分
級
し
だ
る
の
み
に
て
優
良
見
に
就
い
て
象
る

所
次
か
つ
沁
。

　
優
良
兜
敏
育
に
關
し
て
は
明
治
四
十
扁
年
一
月
以
降
の

離
誌
「
敷
育
界
」
，
榊
保
三
郎
著
「
敢
育
病
理
及
治
療
學
」

乙
竹
岩
藏
馬
の
「
頴
才
敏
育
論
」
等
に
於
て
論
ぜ
ら
れ
π

れ
ど
其
の
實
行
と
し
て
多
鍛
の
優
良
兇
を
集
あ
特
に
其
の

爲
に
學
級
を
編
嗣
し
陀
る
も
の
は
寡
聞
な
る
誉
命
の
信
ず
．

る
所
で
は
京
都
府
立
師
範
學
駿
第
二
敏
室
を
魁
と
菰
す
の

で
あ
る
。
開
設
さ
れ
て
よ
夢
既
に
二
年
黛
近
く
其
の
破
績

公
表
あ
う
と
聞
く
。

　
　
　
憂
良
兄
教
育
の
涕
革
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大
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太
郎
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最
近
世
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@
）
以
下
主
と
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前
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ス
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署
譜
に
旧
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、
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嵩
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日
添
数
育
海
楼
學
校
溜
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七
九


